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目的　近年，梅毒患者が増加している一方，増加要因については不明なところが多いため，都道府
県別のデータを用いて背景因子を探索した。

方法　都道府県別の2014年から 3 年間の急性梅毒の 1 期， 2 期の平均患者数を人口で除したものを
罹患率とし，2015年の個室付き浴場数，2015年の無店舗型性風俗特殊営業 1 号店舗数，2015年
外国人訪問率を使用した。まず，男女間の罹患率の相関および男女別の患者数と上述の要因と
の相関を求めた。次に，罹患率を目的変数とし，個室付き浴場数，無店舗型性風俗特殊営業 1
号店舗数，外国人訪問率を説明変数として，罹患率に関連する要因を探るために，Williamsの
重み付き二項ロジスティック回帰分析で検討した。

結果　梅毒の男女間の罹患率について有意な正の相関が認められた（ｐ＜0.01）。また，男女とも
梅毒の患者数と個室付き浴場数，無店舗型性風俗特殊営業 1 号店舗数，外国人訪問率について，
有意な正の相関が認められた（ｐ＜0.05）。一方，Williamsの重み付き二項ロジスティック回
帰分析の結果として，無店舗型性風俗特殊営業 1 号店舗数が罹患率に最も大きな影響を持つこ
とが判明した。

結論　梅毒患者数増加の背景として，無店舗型性風俗特殊営業という性風俗産業の業態が重要であ
ることが示唆された。

キーワード　梅毒，性風俗産業，外国人訪問率，感染拡大要因，Williamsの重み付き二項ロジス
ティック回帰分析

Ⅰ　は　じ　め　に

　近年，梅毒は世界的な患者数の増加とともに，
国内においても届出患者数が大きく増加してお
り，再興感染症として，再び注目されている疾
病である1）2）。わが国において梅毒は，感染症
の予防及び感染症の患者に対する医療に関する
法律（感染症法）により五類感染症の全数把握
対象疾患に定められており，診断した医師は最
寄りの保健所に届け出ることが義務づけられて
いる。他の先進諸国と同様に，わが国において
も2011年より本症の増加傾向を認めているが，

男性間の性交渉によって感染拡大した欧米諸国
と異なり，2012年以降は，両性における患者の
増加を認め，特に20-30代の女性における増加
が顕著2）であることが報告されている。
　したがって，わが国の本症の流行の背景は，
諸外国と異なる可能性が考えられるが，この原
因は特定されていない。また，診断した医師か
ら届け出される患者情報には，暴露に関する情
報が含まれていないため，流行の背景を特定す
ることおよび特異的な対策を立案することは容
易ではない。
　梅毒の増加と関連する可能性がある背景情報
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として，いくつかの研究においてコマーシャル
セックスワーカー（以下，CSW）との性的接
触3）が報告されており，重要な対策対象とされ
ているが，CSWとの性的接触が梅毒の流行に
与える影響を詳細に評価することは，感染症発
生動向調査に追加的な情報収集が必要となり，
評価結果を得るまでに長時間を要することが予
想される。また，風俗の業態について，大きく
店舗型および無店舗型に分かれるが，どちらの
業態が当疾病の拡大に寄与しているか不明であ
る。
　また，国内外の梅毒患者に由来する菌株は共
通の分子型別を示していることが確認されてお
り，本症が輸入感染症という側面を持つ可能性
がある4）。
　そこで，本研究では梅毒患者の都道府県別の
届出率と，店舗型，無店舗型の性風俗営業店舗
数，外国人訪問率との関連を検討した。

Ⅱ　研　究　方　法

　梅毒の都道府県別の患者数，店舗型性風俗店
舗数，無店舗型性風俗店舗数，外国人訪問率の
データを用いた。罹患率は，2014年から2016年
に感染症発生動向調査により届出された急性梅
毒の 1 期， 2 期の患者数（国立感染症研究所の
ホームページ5）から取得）の平均を，2015年の
総務省の国勢調査人口6）で除して算出した。な
お，人口は調査対象期間に届け出された梅毒患
者の年齢に準じて，男性では20歳から59歳まで
の人口，女性では，20歳から39歳までの人口と
した。
　また，都道府県別の店舗型性風俗店舗数，無
店舗型性風俗店舗数，外国人訪問率を要因とし
て用いた。店舗型性風俗店舗数としては，個室
付き浴場数（以下，店舗型性風俗）を2015年の
衛生行政報告例7）から取得した。無店舗型性風
俗店舗数は，無店舗型性風俗特殊営業第 1 号店
舗数（以下，無店舗型性風俗）を2015年におけ
る風俗警察の現状について8）から取得した。外
国人訪問率については，2015年訪日外国人消費
動向調査9）から取得した。

　まず，患者数と上述の要因との相関，および
男女間の罹患率の相関を検討するため，スピア
マンの順位相関係数を算出した。つぎに罹患率
を目的変数とし，店舗型性風俗，無店舗型性風
俗，外国人訪問率を説明変数として，ロジス
ティック回帰分析を行った。その際，回帰係数
を比較するため，説明変数を標準化し，標準偏
回帰係数を求めた。モデル推定の際，人口は都
道府県により大きな差があり通常のロジスティッ
ク回帰モデルでは過分散となったため，今回は
Williamsの重み付き二項ロジスティック回帰モ
デル10）を用い，有意水準は 5 ％未満とした。
　なお，すべての解析には，R Version3.3.0を
用いた11）。

Ⅲ　結　　　果

　梅毒の男女の罹患率は，図 1のとおり有意な
正の相関があった（ｒ＝0.43，ｐ＜0.01）。ま
た，男女比 1 ： 1 を示す破線より男性側に傾い
ていることより，女性に比べて男性の罹患率が

表 1　梅毒の患者数と要因との相関係数
男性患者数 女性患者数

店舗型性風俗 0.36＊ 0.42＊＊
無店舗型性風俗 0.71＊＊ 0.72＊＊
外国人訪問率 0.61＊＊ 0.63＊＊

注　＊ｐ＜0.05，＊＊ｐ＜0.01

図 1　梅毒の都道府県別男性罹患率と女性罹患率の散布図
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注　実線は近似直線，破線は男女比 1 ： 1 を示す。各プロットは都
道府県別の罹患率を示す。
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高いことが示された。
　梅毒の患者数と要因との相関は表 1のとおり
であり，男性，女性とも，店舗型性風俗，無店
舗型性風俗，外国人訪問率との間に有意な正の
相関が認められた。
　次に，Williamsの重み付き二項ロジスティッ
ク回帰分析により，表 2のとおり，男性では，
罹患率と有意な関連を示した要因は，無店舗型
性風俗であった。女性では，無店舗型性風俗と
外国人訪問率であり，係数が一番大きいのは無
店舗型性風俗であった。
　また，McFaddenの調整Ｒ値は，男性で0.66
および女性で0.65であった。

Ⅳ　考　　　察

　性感染症である梅毒とHIV感染症は重複感染
がある12）ことが報告されているが，現在のとこ
ろ日本において懸念されるHIV患者数の増加は
認められない13）。HIVの感染と同性間の性交渉
とは関連があることが報告14）されていることか
ら，国内の梅毒の患者数の増加は同性間の性交
渉の関連性が他国ほど大きくない可能性がある。
これらのことから，国内の梅毒患者の増加に異
性間の性的交渉が背景にある可能性を支持する。
国内の梅毒患者の増加の背景には，異性間の性
交渉の背景があることが報告2）されている上に，
今回の解析から，全国的に女性よりも男性の罹
患率が高いことが判明した。このことから，
CSWなどの特定の女性と複数の男性との性交
渉の結果，感染が拡大し，また，感染した男性
と別の女性との性交渉の結果，感染が拡大して
いる可能性が考えられる。このことは，近年の
両性の患者数増加を裏付けるものと考えられる。
　また，国内と海外の菌株の相同性4）から，外
国人の訪日客の増加も影響があると考えられた
が，今回の解析結果からは，罹患率に最も影響
を及ぼしているのは，無店舗型性風俗といった
業態の性風俗産業であることが示唆された。
　今後は，既存の店舗型の風俗店に対する啓発
はもちろん重要であるが，無店舗型性風俗のよ
うな業態に対して，より積極的に性感染症など

の啓発を行っていく必要があると考えられた。
　あわせて，図 1のとおり男性の罹患率が極め
て高い 2 カ所の自治体があることがわかった。
この 2 カ所の自治体は，性風俗店が多い歓楽街
を擁する都市であるとともに，性活動が活発な
若年層の人口が多いことが，罹患率を極めて高
くする要因と考えられた。このような自治体は
特に，今まで以上の積極的な対策が急務である
と考える。
　一方，今回の解析では罹患率についての説明
力は，McFaddenの調整R値として男性で0.66
および女性で0.65であった。今回の解析では 2
つの風俗営業業態のみを解析対象としたため，
その他の業態の影響を加味できていないが，海
外では近年の性感染症の拡大には，SNSなどの
スマートフォンアプリを利用した個人間同士の
性交渉が一つの要因であるとの報告15）がある。
そのため，上述の要因以外に，国内でもSNSを
用いた個人間同士の性交渉が背景にある可能性
があるため，個人に対する性教育の重要性が高
いと思われる。
　今回の研究の制限としては，今回の解析は都
道府県別の 1 時点のデータのみを対象としてい
るため，因果関係を論ずることは出来ない。し
かしながら，既報3）において風俗営業の影響が
強いことが示唆されているため，今回の結果と
矛盾しない。また，店舗数のみで評価している
ため従業員数や利用者数は解析対象と出来な
かった。しかし，風俗営業業態の影響について
の研究は筆者の知る限り国内における初めての

表 2　Williamsの重み付け二項ロジスティック回帰分析結果
標準偏回帰係数

（男性）
標準偏回帰係数

（女性）
切片 -10.52＊＊ -10.83＊＊
標準誤差 -0.07 -0.08
店舗型性風俗 -0.03 -0.01
標準誤差 -0.06 -0.06
無店舗型性風俗 0.37＊＊ 0.23＊＊
標準誤差 -0.05 -0.08
外国人訪問率 0.13 0.15＊
標準誤差 -0.07 -0.07
残差逸脱度 41.7 47.7
自由度 43 43
調整McFadden値 0.66 0.65

注　＊ｐ＜0.05，＊＊ｐ＜0.01
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知見である。
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